2012年8月6日

2012年度化学工学会SIS部会コストエンジニアリング分科会合宿議事録

1、 日　時

　　　2012年8月3日(金)　13：00～17：30

2、 場　所

　　　泉郷荘（川崎重工/宿泊施設）「有馬」

3、 出席者(順不同、以下敬称略)

斎藤、岡本、大石、清水、奈良橋、鹿子島、金谷、本橋、平井、川端　以上10名参加

４、内容

報告・議題

① 2012年度活動報告と今後の計画説明

・2012年1月からの活動

1/20 関東関西合同会議(川重有馬): ｾﾐﾅｰ開催に向けての検討(9名参加)

4/17 関西分科会(神鋼EN&M): ｾﾐﾅｰﾃｷｽﾄ配付とｾﾐﾅｰ最終確認(6名参加)

5/11,5/16 大阪、東京にてｾﾐﾅｰ開催(参加者31+23=54名)

8/3  関東関西合同会議(川重有馬): ｾﾐﾅｰ総括と秋季大会確認他 (10名参加)

・2012年度今後の活動計画

9/20 第44回秋季大会ｼﾝﾎﾟｼﾞｭｳﾑ(東北大学): 3件発表予定

10月関西分科会、2月関東関西合同会議

2 2011年度会計報告と2012年度予算

2012年度への繰越金27,106円。2012年度予算申請は141千円。

③ 5月に実施したセミナーの開催準備から終結までの流れの報告

1． 開催までの会議と連絡事項

2． 部会および支部への説明と承認

3． 開催会場予約

4． ｾﾐﾅｰ開催案内書(ﾁﾗｼ)の作成と集計

5． ｾﾐﾅｰﾃｷｽﾄの作成

6． ｾﾐﾅｰ出席者名簿

7． ｱﾝｹｰﾄ

8． 講演用Power point作成

9． ｾﾐﾅｰ会計収支

10． ﾃｷｽﾄの残管理状況

全体を通してｱﾝｹｰﾄﾃﾞｰﾀを参考に討議した内容

· 内容的に難しかったようなので、入門編の方が良かったか。

· ｺｽﾄに関して興味を持っている方が参加したと思うので、今後会員を増やすためにも支部に参加者の宛先を聞き、入会を勧誘できないか？

· HPにｾﾐﾅｰなどの活動を掲載して、会員増に向けてもっとHPを活用すべき。

· 会社・個人として有益な内容であったか、役に立ったかの視点で今後の活動の方向性を考え直す必要があるのではないか。

· 分科会の運営の仕方などを見直し改善すべき。

4 第44回秋季大会（9月20日東北大学）の発表内容の確認

        ・大石さん、岡本さん、斎藤会長の順で発表内容をPower pointにて紹介された。

5 第44回秋季大会幹事会（9月20日東北大学）と部会賞審査委員

· 幹事会に出席予定(斎藤、金谷)

· 部会賞審査委員は金谷にて部会に登録した。

6 化学工学会SIS部会2012年鑑(CE分科会) 

　      ・斎藤会長作成の論文の説明があった。

7 名簿の確認とＨＰ更新　　

· 名簿(新規、抹消、会員区分)について確認した。

· ＨＰについて現在、更新した内容をSIS部会HP担当の木村先生へ資料を送った。更新状況を見ながら更新されていなかったら、早期に更新するように督促する。

8 活動報告、提案

· 建設業における利益向上のための原価管理の事例(東南ｱｼﾞｱ) (鹿子島)

· ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞとは何か (斎藤会長)
(a)定義、領域、参加国など　(b)社会への貢献 (c)発展の可能性

これらをﾌﾞﾛｸﾞ,Twitter,Face Book,Linked Inなどにて活動した記録を集大成して2013年秋季大会にて発表する。

将来はAACE International,ICEC Internationalにて発表する。

以上

